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1は じ め に

イ ン タ ー ネ ッ トに よ る ビデ オ 配信 技 術 の最 近 の進 展 に は 目覚 しい もの が あ り.,

イ ン タ ー ネ ッ トに よ る遠 隔 講義 を生 放 送 す る こ と も夢 で は な くな っ た とい え よ

う。

京 都 大 学 で は,1997年 春 に学 内 に世 界最 大 のATM-LAN(主 基 幹 ノー ド40

Gbps,末 端155Mbps)キ ャ ンパ ス ネ ッ トワ ー ク(KUINS-H)が 敷 設 され,

研 究 室 を は じめ,演 習 室,講 義 室 に お い て も,従 来 のKUINS-1(基 幹 ルー.

プ410Mbps,末 端10Mbps)に 加 え て,ユ00Mbps以 ヒの 情 報 を 享 受 で き る

環 境 が 出来 上 が っ た。

経 済学 部 で は,平 成7年 度(1995年 度)に,組 織 情 報 通 信 シ ス テ ム講 座 の定

道 宏 教 授 を 中心 に,ATMネ ッ トワ ー ク に よ る学 部 内 情 報 ネ ッ トワ 「 ク シス テ

ム とMCMI(MultimediaComputerManagedInstructionSystem)の 構 築 を

.した 。

また,こ の新 しい情 報 環 境 を い ち早 く取 り入 れ,イ ン ター ネ ッ トに よる遠 隔

講 義 放送 シ ス テ ム を1997年6月 に完 成 させ,3ヶ 月 間 の実 験 期 間 を経 て,1997

年10月 よ り,時 計 台 下 にあ る法 経 第2教 室(230席)の.ス タジ オか ら,こ の教

室 で 行 わ れ る 全 て の授 業 の 生放 送 を イ ン ター ネ ッ トで 全 世 界 に向 け て 開始 した。

生 放 送 の受 信 は,学 外 か らの 場 合,経 済 学 部 の ホ ー ム ペ ー ジ(URL:www.
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econ.kyoto-u.ac.jp)の イ ン.タ ー ネ ッ ト遠 隔 講 義 放 送 を ク リ ッ ク し,ジ ン グ

(Xing)社 のSt・eamw・ ・k・Pl・ γ・・で 見 る こ と が 出 来 る ・

以 下 で は,こ の イ ン タ ー ネ ヅ ト遠 隔 教 育 シ ス テ ム に つ い て 論 じ る 。

II遠 隔教育のための情報通信技術

遠 隔 授 業 に とって 重 要 な こ とは,受 講場 所 を 超讒 した 「双 方 向 性 と視 覚 性 の

あ る コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン」 で あ る。 遠 隔授 業 の た め の情 報 通 信 技 術 に は,大 別

して,3つ の方 法 が あ る。

まず 第 一 は,最:も 高 価 で はあ るが 全 国 規 模 で 行 え る 強 力 な 方法 で あ り,通 信

衛 星 回線 を用 い て行 う衛 星 放 送 方 式 で あ る。 この 方 式 は,文 部 省 に よっ て1996

年10月 に始 め られ た スペ 「 ス コ ラ ボ レー シ ョン シ ス テ ム(SCS)で37大 学 を

VSAT局 とす る衛 星 テ レ ビ会 議 に用 い られ て い る(詳 し くは,www.nime.ac.

lp)。

第 二 は,高 価 で はあ る翠巌 も簡単 な 方法 で あ り,ISDN回 線 また は デ ィ ジ タ

ル専 用 線 を用 い て行 う テ レ ビ会 議 方 式(H.261)で あ る 。 この 方 式 は,本 店 と

支 店 間,ま た は離 れ た キ ャ ンパ ス 問 な どで の遠 隔会 議 に用 い られ て い る。

第 三 は,最 も安価 で 誰 もが 利用 で きる方 法 で あ り,イ ンタ ー ネ ッ トを用 い て

行 う.ビデ オ放 送 方 式 で あ る。代 表 的 な ビデ オ放 送 サ ーバ ソフ トに は,ジ ン グテ

ク ノ ロ ジ ー 社 のStreamWorks,リ ア ル ネ ッ トワ ー ク ス 社 のRealServerな ど

が あ る。

IIIイ ン ター ネ ッ ト遠 隔講 義 実 現 の た め の通 信 技 術

イ ン タ.一ネ ッ トを利 用 す る遠 隔 授 業 方 式 が コス ト面 にお い て,ま た ア ク セス

面 にお い て も,.申 し分 無 いが,品 質面 で の み他 に劣 って い る。 そ の主 た る原 因

が 通 信 回 線 の 速度 と容 量 に あ る。

と こ ろ が,最 近,ユ995年 以 降,キ ャ ンパ スLAN・ を現 行 の 】OMbpsの イ ー

サ ネ ッ.トか ら100Mbpsの フ ァス トイ ー サ ネ ッ トま た は155MbpsのATM一
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LANへ 拡 充 す る大 学 が急 速 に増 えて きて い る。 そ の結 果,学 内 イ ン トラ ネ ジ

トの速 度 と大 学 間の イ ン ター ネ ッ トの 速 度 に 大 きな ギ ャ ップ が生 じて きて い る。

イ ン ター ネ ッ トを利 用 す る 遠 隔 講 義 を コマ 落 ち な く配 送 す る に は,画 像 圧 縮

方 式 がMPEG1で は1,5Mbps,MPEG2で は4Mbps程 度 確 保 され な け れ

ば な らな い。 フ ァス トイー サ ネ ッ トまた はATM-LANの 敷 設 を終 え た大 学 で

は,遠 隔 講 義 を学 内 ネ ッ トワー クで放 送 す る こ とに 問題 は な い と い え よ う。 し

か し,大 学 問 で は,回 線 の 速 度 と容 量 の 制 約 か ら,コ マ 落 ち のMPEGユ の 画

像 に甘 ん じなけ れ ば な らな い 。.

イ ンター ネ ッ ト/イ.ン トラ ネ ッ ト環 境 に お け る ビ デ オ配 信 技 術 の 進 展 に は 目

覚 しい もの が あ る。 イ ンタ ー ネ ッ ト用 ビデ オ配 信 サ ーバ に は,StreamWorks,

RealServer,VDOLive,IP/TVな どが あ り,イ ン トラ ネ ッ ト用 ビ デ オ 配 信

サ ー バ には,MediaCenter,StarWorks,VideoShowerな どが あ る。

IV遠 隔 講 義 放 送 の ため の ロ ー ドシ ェア シス テ ム

現 在 利 用 可 能 な最 新 の ビデ オ配 信 サ ーバ 技 術 を効 率 的 に しか も効 果 的 に組 み

合 わ せ て,学 内 向 け放 送 に は高 品 質の 画 像 を,学 外 向 け 放 送 には 回線 の 品 質 に

合 っ た 画像 を配信 す る イ ンタ ー ネ ッ ト講 義 放 送 シス テ ム を構 築 す る こ とが で き

る 。

京都 大 学 経 済 学 部 で は,ATM-LANの キ ャ ンパ ス ネ ッ トワー クが 敷 設 され

た の を機 に,1997年4月 に時 計 台 下 にあ る法経 第2教 室 を イ ン ター ネ ッ ト講 義

旅 送 ス タジ オ に改 造 し,法 経 北 館3階 にあ る経 済学 部 の情 報 ネ ッ ト室 に ビ デ オ

配信 サ ーバ を設 置 した。6ヶ 月間 の 試験 放 送期 間 を経 て,1997年10月 か らイ ン.

ター ネ ッ ト講 義 放 送 を 開始 し た。 法経 第2教 室 で行 わ れ るす べ て の授 業 が イ ン

タ ー ネ ッ トで生 中継 され る よ う に な った 。 た だ,放 送す る か否 か は,担 当 教 官

に委 ね られ て い る。

イ ンタ ー.ネッ ト講 義 放 送 シス テ ム は,ビ デ オ 配信 サ ーバ と して,学 内 向 け に

は パ ナ ソ ニ ッ ク製 のVideoShowerを 用 い て フ ル 画 面(720×480),フ ル モ ー
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図1イ ンタ ー ネ ッ ト講 義 放 送 シ ステ ムの ネ ッ トワー ク構 成

Mu蹴 出m昭dial皿n星c恒 α駄1臓tm口 飢
ATMLA.村(622MbPE)

シ ョ ン(30フ レー ム 秒)で 配 信 し,学 外 向 け に は ジ ン グ テ ク ノ ロ ジ ー 製 の

StreamWorksを 用 い て1/4画 面(352×240),コ マ 落 ち(28.8Kbps以 上)で

配 信 す る 「ロ ー ドシ ェ ア シ ステ ム」 とな っ て い る。

イ ン タ ー ネ ッ ト講 義 放 送 シ.ステ ム の ネ ッ.トワ ー ク構 成 図 は,図 ユに示 す 。

学 内 向 け ビ デ オ 配 信 サ ー バ(VideoShower)は,法 経 北 館 に あ る サ ー バ

(SAT)に 設 置 され て い て,KUINS一 ∬(ATM-LAN)で 時 言1』台 下 の 法経 第2

教 室 に あ るエ ン コ ー ダパ ソ コ ン に接 続 され て い る 。エ ンコ ー ダ は,天 井 にあ る

ドー ム カ メ ラ ま た は プ ロ ジ ェ ク ター の 画像 と音 声 を リア ル タイ ム に フ ルサ イズ

で エ ン コー ド し,サ ー バ にMPEG1形 式 で連 続 して 保 存 す る。VideoShower

は,特 別 な ス トリー ミ ング技 術(VideosFS)を 用 い て他 の教 室(た とえ ば,

第12,13演 習 室 な.ど)に 配信 す る。 他 の 教 室 ま た は研 究 室 な どで は,Media

Playerで 受 信 す る。 映 像 は鮮 明で 実 用 的 で あ る 。

学 外 向 け ビ デ オ 配 信 サ ー バ(StreamW。rks)は,法 経 北 館 に あ る サ ー.バ

(TUE)に 設 置 さ れ て い て,KUINS-1で 法 経 第2教 室 にあ るエ ン コ ー ダパ ソ
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図2遠 隔 講 義 に 対 応 した 法経 第2教 室
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コ ン に接 続 さ れ て い る 。 エ ン コー ダ は,VideoShowerの 場 合 と異 な り,1/4

サ イ.ズで エ ン コー ド し,サ ーバ に保 存 す る。StreamWorksは,ス ト.リー ミ ン

グ 技 術 を用 い て イ ン タ ー ネ ッ ト上 に28.8Kbps以 上 の 伝 送 速 度 で イ ン ター

ネ ッ ト上 に 配信 す る 。 大 学 また は 自宅 な どで は,StreamWorksPlayerで 受 信

す る。 受 信 速 度 が28,8Khpsで は,音 声 は 良 い が 画 面 は静IF.画 に近 く満 足 で

きる もの で は な い。 実 用 的 に は,受 信 速 度 が128Kbps以 上 で あ る こ とが 望 ま

しい 。

V遠 隔講義室のレイアウ ト

遠 隔 講 義 室 は イ ン ター ネ ヅ トテ レビ放 送 を行 うス タ ジ オで あ る。 大 学 に お け

る普 通 の 教 室 に は,黒 板 また は 白板,ワ イ ヤ レ スマ イ ク,携 帯 確 晶 プ ロ ジ ェ ク

タの ス ク リー ンが 装 備 され て い る が,イ ン タ ー ネ ッ トの 出 来 るパ ソ コ ンや ビデ

オ カ メ ラ な ど イ ン ター ネ ッ トテ レ ビ放 送 に 必 要 なマ ルチ メ デ ィ ア機 器 は置 か れ.
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て い な い 。 そ こ.で,普 通 の講 義 室 を遠 隔 講 義 室 にす.るには 改造 す る こ とが必 要

で あ る 。

遠 隔 講 義 室 に必 要 な マ ル チ メ デ ィア機 器 と して,次 の よ う な もの を.挙げ る こ

とが 出 来 る 。

D教 室 内 を映 す ビデ オ.カメ.ラ(講 凧 ス ク リ ー ン,受 講 牛 を映 す).

2)教 材 を提 示 す る プ ロ ジ ェ ク タお よ び ス ク リ ー.ン(送 信 画 面)

3)講 義 を受 信 す る 大 学 の教 室 内 を 映 す プ ロ ジ ェ ク タお よ び ス ク リー ン(受

信 画 面)

4)フ ロ ン トス ピrカ(送 信 用)お よび レァ ス ピー カ(受 信 用)

5)マ イ ク(教 師 用,受 講 生 用)

6)操 作 卓(OHC,VTR,エ ン コー ダパ ソ コ ン,情 報 コ ンセ ンLタ ッ チ

パ ネ ル.など)

7)補 助 後 方 モ ニ ター(後 方 の 受 講 生 の た め に ス ク リー ンを 映 す)

8)ダ ウ ンラ イ ト(部 屋 を暗 く した と き に ノー トを とる た め)

1997年3月 に,法 経 籍2教 室 を図3の よ う に改 造 し,イ ン ター.ネッ ト遠 隔講

義放 送 の 出来 る マ ル チ メ デ ィア機 器 を設 置 した 。1ユ0イ ンチ の 壁 ス ク リ ー ン2

面 とそ れ に対 応 す る2台 の高 精 細 プ ロ ジ ェ ク タ,3個 の 天 井 ドー ム カ メ ラ,2

台 の29イ ンチ 後方 カ ラー モ ニ ター,4個 の ス ピー 九4本 の ワイ ヤ セス マ イ ク

な どで あ る。

操 作 卓 は,図4に 示 され ゐ。 操 作 卓 に は,.天 井 カ メ ラの 制 御 、 録 画 用 ・再 生

用VTR各.1台,エ ン コ ー ダ用 パ ソ コ ン2台,OHC,操 作 用 タ ッチ パ ネ ル な

どが 設 置 され て い る。

VI簡 単 な タ ッチ パ ネ ル操 作

大学 で遠 隔 講 義 を行 う場 合,一 番 問題 に な る の は人 手で あ る。 授 業 は,通 常,

一 人 の 先生 で行 われ る
。 つ ま り,す べ て の操 作 は.先 生 自身が しな けれ ば な ら

な い。 したが っ て,.遠 隔 講 義 をす る場 合 に も,そ れ に必 要 なマ ルチ メデ ィ ア機

ーー
己

ー
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図3法 経 第2教 室

図4法 経 第2教 室操作卓
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図5マ ル チ メ デ ィ ア に対 応 した法 経 第2教 室 と操 作 卓
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器 の 操 作 を容 易 に,か つ,迅 速 に 出 来 る よ うな もの で な け れ ば な ら な い。.その

た め に は,キ ャ ッ シ ュ カー ドで 現 金 を 引 き出 す と きの よ う に,タ ッチ パ 不 ルで

簡 単 に操 作 で きる よ う な もの で な け れ ば な らな い。

タ ッチパ ネ ルの 設 計 で 考 慮 す べ き点 を列 挙 す れ ば,次 の よ うに な る 。

1)メ イ ン.スイ ッチ のON/OFFで す べ て の マ ル チ.メデ ィ ア機 器 の 電源 を制

御 す る 。

2)ビ デ オ テ ー プ の.出し入 れ,ジ ョ.イス テ ィ ッ ク に よる カ メラ操 作 場外 は,

す べ て タ ッチパ.ネル で行 う。

3)遠 隔 講義 放 送 画面 と して,カ メラ ま た は右 ス ク リー ンの 画 像 を放 送.中に

随 時 切 り替 え可 能 とす る 。

4)持 ち込 み パ ソ コ ン を2台 まで接 続 可 能 とす る。

実 際 の授 業 で は,テ レ ビで見 る放 送 大学 講 義 の よう に カ メ ラ を教 卓 に向 け て

固定 させ て行 うこ とも出 来 るが,時 折,教 室 内 の受 講 生 の様 了・や 白板 の 内 容 な



一 癖

【 ρ

響=

峯

婁

106(358) 第163巻 第3号

図6ス ク リ ー ン用 モ ニ タ

図7タ ッチ パ 不ル
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どを放 映 す る に は,カ メ ラ操 作 が 不 可 朱 とな るrそ 札 は.誰 か受 講 生 の一 人 に

担 当 して も ら う しか な い。

VII公 開 イ ンタ ー ネ ッ ト遠 隔 講義 放 送 の 開始

経 済 学 部 で は,イ ン タ・一ネ ッ ト遠 隔 講義 放 送 シス テ ム を1997年6月 に完 成 さ

せ,3ヶ 月 間 の実 験 期 間 を経 て,1997年10月 よ り,時 計台 下 に あ る法 経 第2教

室(230席)の ス タ ジオ か ら,こ の 教 室 で 行 わ れ る 全 て の 授 業 の:生放 送 を イ ン

ター ネ ッ トで全 世 界 に 向 け て 開始 した。

生 放 送 の受 信 は,学 外 か らの 場.含,経 済 学 部 の ホ ー ム ペ ー ジ(URPIwww.

econ,kyoto-u.ac.1P)の 「イ ン タ ー.ネ ッ ト遠 隔 講 義 放 送 」 を ク11.,ク し,

StreamWorks.Playerで 見 る こ とが 出来 るD.

既 に放 送 済 み の 過 去 の 講 義 は,デ ィジ タル フ ァイ ル と して教 材 デ ー タベ ース

サ ーバ(Mぐ 〕N)に 蓄 積 され,ホ ー ム ペ ー.ジ上 に公 開 され て い る の で,ク リ ッ

クす る だ けで 受 講 す る こ とが 出 来 る。 これ.を,レ クチ ャー オ ンデ マ ン ドとで も

呼 ぶ こ とに し よ う。画 像 の.スム ー ズ さが 気 に な らな い ので あ れ ば,56Kbpsモ

デ ム で 自宅 か ら受 講す る こ と も出来 る。

平 成9年 度 後 期 に は,(1〕 定 道 教 授 担 当の 情 報 処 理 概 論 西 村 教 授 担 当 の 保

険 論 の一 部 講 義 を学 内 ・学 外 に リア ル タ イ ム に配 信 し,② 野 澤 教 授 の 退 官 最

終 講義(平 成10年3月21臼)お よび定 道 教 授 の退 官 最 終 講 義(平 成11年3月6

日)を イ ン ター ネ ッ トで 生 放 送 し,そ れ ぞ れ 映像 をサ ーバ 上 に蓄 積 した。

定 道 教 授 の情 報 処 理 概 論 と西 村 教 授 の 保 険 論 の 講 義 で は,学 内 用 と して は

VideoShowerを 利 用 した ラ ル ス ク リー ンMPEGICODECの 講 義 映 像 を}

学 外 用 と.して はStreamW〔As.を 利 用 した講 義 映 像 を リア ル タイ ム配 信 した 。

VideoShowerで エ ン コー ド した フ ァイ ル は フ ァ.イルサ ー バ に 蓄 積 し,オ ンデ

マ ン ド用 コ ンテ ン ツ と して公 開 して い る。

野 澤 教 授 退 官 記念 講義 で は,京 都 人:学側 がStreamWorksを 利 用 して 講 義.を

リア ル タイ ム に配 信 す る.とと もに,福 井 県 立 大 学 側 がcu-SeeMeを.利 用 し返
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図8京 都大学遠隔講義の ホームペー ジ
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信 を お こ ない,双 方 向 の 講 義 を お こな っ た。 また,ビ デ オ 録 画 した 講 義 は,

MPEGlに 編 集 ・エ ン コ ー ドし,フ ァ イ ル サ ー バ に蓄 積 し,オ ンデ マ ン ド用

コ ンテ ン ツ と して公 開 して い る。

オ フ ィス オ ー トメ ー シ.ヨン学 会 関 西 大 会 も イ ン ター ネ ッ ト..ヒで全 国 に配 信 さ

れ,大 阪 商 業 大 学,大 阪 経 済 大 学,岐 阜 聖徳 学 園大 学 で受 信 され た。

平 成 ユ0年度 に は,経 済 学1,情 報処 理概 論 の すべ て の講 義 を,学 外 に リアル

タイ ム.に配 信 し,サ ー バ 上 に も蓄積 した。 また,経 済 学1の 講 義 は,イ ンター

ネ ジ トを介 して,岐 阜聖 徳 学 園大 学 経 済 情 報 学 部 学 術 情 報 セ ン タ ー内 で リ アル

タ イ ム に受信 され た 。

定 道 教 授 の経 済 学1とll青 報 処 理 概 論 では,講 義 を学 外 用 と して はSt■eam-

Worksを 利 用 して 配 信 す る と と も に,ビ デ オ録 画 した 講 義 は,MPEGlに 後

日編集 ・エ ン コー ドし フ ァイ ルサ ーバ に蓄 積 し,オ ンデ マ ン ド用 コ ンテ ン ツ と

して公 開 して い る。 ま た,オ ンデ マ ン ド用 コ ンテ ン ツ と して,講 義 ノー トも講

義 放 送 フ ァイ ル と と もに公 開 す る こ とを検 討 して い る 。

京 都 大 学 経 済 学 部 で は,平 成10年12月 現 在 で,約40本 の 講 義 コ ンテ ン ツ を

WWW上 で公 開 して い るwww上 で 講 義 フ ァイ ル を.簡単 に選 択 で き る よ う

にCGIス ク リプ トを用 い てStreamWorksと 連 携 し,講 義 フ ァ イ ル をオ ン デ

マ ン ドで 利 用 で きる 。

講 義 フ ァ イル へ の ア ク セ ス は ユ998年 の1年 間 で,3300件 程 度 で あ る。 内 訳 は,

経 済 学 部 内 か らは52パ ー セ ン.ト,経 済学 部 を 除 く京 都 大 学 内 か ら は16パ ー セ ン

ト,学 外 か らは37パ ー セ ン トで あ る。

ア ク セ ス 数 は,公 開講 義 放 送 中 で あ る午 後 の 講 義 時 間 帯 が 一番 多 く,次 に講

義 終 了後 の夜 間 の時 間帯 が多 い。

VIIIお わ り に

1998年10月26日 に大 学 審議 会 に よっ て答 申 され た 「21世紀 の大 学 像 と今 後 の

改 革 方 策 につ い て」(全226ぺ 』 ジ)の 中 で,遠 隔授 業 につ い て次 の よ う な言 及

-
.

目
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.

1
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図10経 済学1,情 報 処 理 概 論 の ホ ー ムペ ー ジ
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図11遠 隔 講 義放 送 ドメイ ン別 ア ク セ ス 内訳

サ イ ト別遠 隔 講義放 送 ア クセス 数(S鵬amWorks〕
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圏 経済学部 i京 都大学(経済学部 を除 く〉 [:]学外

が あ る 。

〔D「 遠隔授業」により修得すること.が出来る単位数の上限についても,現

行 の30単 位 か ら拡 大 を 図 り,60単 位 ま で認 め得 る よ う大 学 設 置 基準 を改 正

す る こ とが 必 要 で あ る(p.79)。

(2)外 国 で は情 報 通 信 ネ ッ トワー ク上 で の み 授 業 が 展 開 さ れ る,い.わ ゆ る
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図12遠 隔講義放送時刻別 アクセス内訳

学内 ・学外アクセス数の時間別推移
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圖

「バ ー チ ャル ・ユ ニバ ー シ テ ィ」 とい らた新 しい 形態 も現 れ は じめ てお り,

我 が 国 に お い て も,今 後 そ の 制 度 的 な面 も含 め た検 討 が必 要 に な る と考 え

られ る(p.34)。

{3)そ の際,テ レ ビ会議 シ ステ ム等 の 活用 に よ り,社 会 人 が 企 業 の会 議 室 等

で 大 学 の授 業 を双 方 向 で受 講 した り,大 学 院 につ い て は密 度 の 濃 い研 究 指

導 を受 け る こ とが 出 来 る よ うにす る な ど,… … 大 学 の授 業 の 将 来 的 可 能性

を広 げ る もの と して積 極 的 に推 進 す る必 要 が あ る(p.90)。.

以 上 は,大 学 お よび大 学 院 の将 来 像 につ い て で あ るが,小 学 校 か ら高 校 に至

る まで 同 じ こ とが 言 え る。

とこ ろ で,全 国公 立 の小 中高 校3万8千 校 の教 育 方 法 が2ユ世 紀 か ら大 き く変

わ ろ う と して い る。 イ ン ター ネ ッ トを取 り入 れ た マ ルチ メ デ ィア教 育 で あ る。

米 国で は,2⑪00年 まで に全 米 の すべ て の小 学 校 で イ ンター ネ ッ トを利 用 した

授 業 が 行 え る よ う情 報 ス ー バ ハ イ ウ ェ イの 敷 設 が 進 め られ て い る。 我 が 国 で は,

米 国 よ り3年 遅 れ て,2003年 まで に全 国の 公 立 小 学 校 を.イン ター ネ ッ トで 接続

す る計 画 で あ る。小 学 校 で は,2002年 度 か ら新 学 習 要 項 が 実 施 され,自 由教 科

科 目 が 導 入 さ れ る 。 英 語 を教 え て も良 く,イ ン ター ネ ッ トを利 用 した授 業 を

行 っ て も良 い こ とに な る。 高 校 で は,2003年 度 か ら新 学 習 要項 が 実施 され,情

日
.
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報教 育 が 強 化 され る。

北 海 道 の小 学校 と沖縄 の小 学 校 が 遠 隔 授 業 で 双 方 向 に合 同授 業 を行 っ た り,

中学 校 間 ま た は高校 間 な どで交 換 授 業 を行 っ た りす る こ とに な るで あ ろ う。

イ ン タ ー ネ ッ ト遠 隔教 育 シス テ ム は双 方 向 の 遠 隔 授 業 で あ り,イ ン ター ネ ッ

トを利 用 してい るか ら任 意 の相 手 と任 意 の時 に通 信 コス トを気 にす る こ とな く

合 同授 業 を行 う こ とが 出 来 る。 こ.こで紹 介 した イ ンタ ー ネ ッ ト遠 隔 講 義 室 を作

れ ば,明 日か らで も時 空 を超 え て合 同授 業 を実 現 す る こ.とが で き るの で あ る 。

遠 隔 教 育 シス テ ム は,従 来 は高 価 な専 用 シ ス テ ムが 必 要 と思 わ れ て い た が,

イ ンタ ー ネ リ トを利用 した 遠 隔教 育 シス テ ム の実 用 性 を実 証 した 意 義 は 大 きい

と思 わ れ る。 今 後 は,SM工L(SynchronizedMultimedialntegrationLan-

guage)を 利 用 した講 義 映像 と補 助 教 材 フ ァ イ ル の 同期 配 信 へ の発 展 が 期待 さ

れ る。.

ま た,ア メ リ カの ス タ ン フ ォー ド大 学 が オ ンラ イ ン ・デ ィ グ リー ・コー.スを

開講 してい る よ う に,遠 隔教 育 サ ー ビス を整 備 して,イ ンター ネ ッ トを.介して

優 秀 な学 生 を獲得 す る こ とが 大 学 聞 で競 争 に な っ て きてい る。 京 都 大 学 経 済 学

部 で は遠 隔 教 育 シス テ ム の 本格 運用 が始 まっ たの で,遠 隔 講 義 に よ る単 位 の 認

定 制 度 の整 備 が 早急 に求 め られ よ う。
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